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イスパニア・ 01iveros 1，2，3，4｝ebk，6，7h， Le6n
ポルトガル 8
＊ Cast冠branco
6 72 　　　　“0，a，0，玉・a DO貧MarcOS 2，3，4gb，6，7igj，8
Extτemadu翼a
7 88 0，a Don　Marcoh 2，3，4eb，5，7ig凄，8，
Fu磯iabrada
7b．9 Extτemadura
8 20 0，e．0 2，3，49，6 丁鐙erifも
9 20
0，e，0 2，3，49，6 Tener韮fも
10 22 0，e，0 2，3，49，6 Tenerifを
11 28 0，e，0 2，3，49，6 Teneri艶（？）




14 24 0，e，0 2，3，49，6 Te簸erifも
15 20 0，e，0 2，3，4暮，6 Tenerif珍
16 26 0，e，0 2，3，49，6 Agae重e
17 24 0，e，0 2，3，49，6 Agu㎞es
18 20 0，e．0 2，3，49，6 Arrecifb
19 24
O，e，O 2，3，49，6 Aτrecifも
20 26 0，e，0 2β，49．6 Arrecif壱
21 26 0，e，0 2，3，49，6 Arrecifb
22 32 ’0・e 　　一フフンス・ ．1，2，3，4gabdc Coru薮a
アラゴン
23 68 0 DOR　Marcos
2　3　6　7i　8　7bc　，　　，　　，　　　，　　　　　　　　　　　　　， Cata1顧a
24 220 O 　　一フフンス・ Co蹴e　Carles 1，2，3，4gcdnp，6， Barcelona
アラゴン 7ceb，8，9，10




　　一フフンス・ Don　Martf難 1，2，3，4dag，5，6， 廼allorca
アラゴン 8，9．10
27 64 　　　■0，e，圭’a，0 至）on　Carlos 2，3，4gc，6，7ccj，10 Ma圭玉orca




行数 押　韻 戦争当蒔国 娘の偽名 モチーフ配列 採　集　地
29 4 0 2 Tanger
30 77 ◎ 2，3，4geb，6，7ci，8 Rodas
31 43 0 アラゴン 1，2，3，4bge BOS簸ia
32 58 0 レオン Co韮de　Aiarcos
1234bd，　　，　　，
Tetu盆
33 58 0 レオン Conde　Alarcos
1234bd　6　，　　，　　　　　，　　　　　　，
Tetu蝕
34 54 0 アラゴン 1，2，3，4e琶b，6 夏srae1
35 52 0 レオン 1，2，3，4呂bd Or護n
36 52 0 レオン Conde　Alarcos 1，2，3，4gbd Buenos　Aires
37 46 0 レオン 1，2，3，4gbdc Te加盆
38 52 0 レオン 1，2，3，4gb Tetu5n
39 58 0 レオン 1，2，3，4dgb Tetu盃n
40 68 　寧0 Do蕪簸arcos 2，3，4gb，5，6，7k，8 Tetu盃n
41 56 琶o，a＄ Dom　MarcOS 4gadbc，7ai，8，9 Gerez
42 69 五〇，a寧 DQm　Marq登es 3，4albc，7gab，8，9， Santa　Marta　de
10 Pa簸aguiao
43 85 銭O，a＊ Dom　Carlos 2，4gal，7jb蓋a，8，9，10 R6gna
44 6Q ゑQ，a寧 　　一フフンス・ Mar雛chi曲o 2，3，4b，6，7ca，8，10 Bragna§a
アラゴン
45 92 即ao，a 2，3，4gabc，6，7cil， Bragan曾a
8，9．10
46 60 欄ao，a 2，3，4gabc，6，7i豆，8，
9
Braga叢ga
47 22 ao アラゴン 2，3，4bag Braganga
48 50 躍a◎，a アラゴン Dom　MarCOS 2，3，4gbac，6，7ag， Miτa簸da　do
8．9 Douro
49 107 義0，a寧 Dom　Marti曲o 2，3，4acg，7｝1giba， Ma盛corvO
8．10
50 66 益0，a寧 　　　フフンス・ Dom　Marqu韮ho 1，3，4揃bga，7aig，8，
アラゴン 9
51 92 一　　　　　菊ao，　a 　　　フフンス・ Dom：Mart圭n110 1，3，4gcb，7gaib，8， Fornos　de
アラゴン 10
Algodres
52 68 一　　　　挙ao，　a Dom　Marti無ho 1，3，4age鵬，7ib，8， Caste正o　Branco
9．10
53 98 一ao，　a Dom　Marques 2，3，4b董dca，7aci3 Leiria





行数 押 戦争墾掴 娘の偽名 モチーフ配列 採　集　地
55 92 ゑO，a‡ Dom　Mar重i惑0 2，3，4gabcm，7iab， Ale韮鯉er
8，9．1◎
56 44 即　　　　＊ao，　a アラゴン Dom　Mar亡inho 1，3，49，6 照za
57 60 ao，　a寧 マザルガン Dom　Marcos 2，3，4gbca，7iga，8，
9
M6∫to玉a
58 87 ゑO，a寧 アドラゴン 1，3，4ga正bdc，7a，8， Monch呈q蘇e
9，三〇
59 49 ゑ0，a寒 2，3，4gabm，7ab
60 78 仰aQ，　a アラゴン Martuchinho 2，3，4gbc，6，7ia至，8，
9
61 96 ”aQ，a 　　一マフバン Do斑Varao 達．，2，3，4gbdca，7i茎， PO磁e　de　Soz
8，9．10
62 94 卿
ao，a イスパニア・ Dom　Carlos 1，2，3，4gabdc，
アラゴン 7iacb，8，9
63 148 一
ao，a マザガン Dom　Martinho 1，2，3，4gabdcn，6， Algarbe
71ela，8，9，10




　　一フフンス・ Do撚Mafti簸ho 1，2，3，4ga◎elbdpcc， Made圭∫as
アラゴン
567iacb　89圭◎　，　　，　　　　　　　，　　，　　，
66 98 璽ao，　a 　　一フフンス・ DornL　Marti茎ユho 王，2，3，4gabcdp9，6， Madeiτas
アラゴン
71i　8910　　，　　，　　，
67 34 言o 1，2，3，婆gbeca Made韮ras
68 104 一
ao，a
　　一フフンス・ Co盤de　Dar至os 1，2，3，4albdc，7gia， 田1a　Tercei∫a
アラゴン 8，9．10 Agores
69 92 ρao，　a Dom　Caflos 2，3，4gbcd，5，7aib， Via簸a　do
8，9．10 Castelo
70 63 ”ao，a，　e Dom　Car圭os 2，3，4gma，7ac，8， Areis
9．10 Sa簸to　Tirso
71 81 卿
ao，a Dom　Martinho 2，3，4cbag，7ac，8， Areias
9，王0 Santo　TiぎSO
















行・数 押　韻 戦争当調鱗 娘の偽名 モチーフ配列 採　集　地
76 84 ゑ0，a＊ LeaoMarques 2，3，4ga正，6，7圭ba， Montalegre
8，9．10
77 94 ”aQ，a Dom　Bar盃o 1，2，3，4gdcb，6， Foz　de　Douごo
71eab，8，9，10 Por重O





　　　フフンス・ Dom赫artinhO 1，2，3，4gabdc鵜，5， Covi玉ha
アラゴン 7iab，8，9，10






82 92 謄ao，a Dom　Var農o 2，3，4琶a董bc，7ia1，8， Co㎞bra
9．10
83 79 剛ao，a 　　一フフンス・ Dom　Marcos 1，2，3，4gab搬，5， Elvas
アラゴン　　l　　　　　　　　　　i 7三a，8，9，10
84 71 需ao，　a マラニャン海燦 1）0紛Mar娠！｝hO 1，2，3，4dbg，7圭a，8 E玉vas
85 118 五〇，a 　　一フフンス・ Do鵬Var農o 王，2，3，4ga董bdc，6， S。Jorge，　Agores
アラゴン 7g圭ab，8，9，10
86 108 停ao，　a Do瓢Varao 2，3，4garsbdc，6， S．Jorge，　Ag◎res
7icab，8
87 126 欄ao，　a アラゴン Dom　Mar纐h◎ 1，2，3，4albdc， Goa
7gia，8，9，10
88 68 暫aQ，　a 　　一フフンス・ Co敷d．e　Carlos 1，2，3，4gab，5，7g， Vassouras
アラゴン 8．9
89 109 ρao，a アラゴン Dom　Var含o 1，2，3，4gak董搬，6， Pemambuc◎
7ia，8，9
90 100 一a◎，a アラゴン Dom　Marcos 1，2，3，4galbc，6， Sa簸ta　Ca毛arina
7cl　8910　　，　　，　　，
91 58 擢ao，a 1）om　Luis 1，2，3，4gamc，5， Vit6r圭a
7ca，9
92 20 a Dom　Barao 7i茎 S．簸ate纏s，　Vit6ria
93 222 卿aQ，　a 　　一フフンス・ Conde　Daros 1，2β，4ga韮bdcm， 文学的テキスト
アラゴン 5，7giab，8，9，10
（註）押韻の項のo，aは，最初oで，後にaのasonanteの母音を持っことを示し（いずれも
acento　agudo），6－eはacel｝to　m簸0　で6・＋子音＋eのaSOnanteの愚音を持つことを示す。
＊は韻の乱れがあり，他の母音も混在していることを示す。
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　以下それぞれのモチーフ・要素について検討してみよう。
　行数……表の数字は，半行を1行（hemistiquio　8音節，近代の図書はこの半行を1行として
印刷するのが普通）で数えた行数であるが，文学的創作物である第93例と，カタロニアの第24例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
を除いては，70～120行位が最も多い。すべてのモチーフを備えるには最低80行の長さが必要と考
えられるが，80行以上の類歌は37例である。（しかし1～10の全モチーフを持つ類歌は後に晃る類
くただの4例に過ぎない）
　押韻……口承歌謡の常として，整然と韻をふみ，音節数も全行にわたってそろっている類歌は
少ない。．整然とした姿はかえって採録者の加筆を疑わせる（第2，24，63，64，68例等）。特にポ
ルトガルで採録された類歌には韻の不整が冒立ち，1つの特徴ともなっている。押韻ははっきり
した地域差を示してお1），イスパニア語◎，aユダヤイスパニア語oポルトガル語ao，aである。
この押韻の問題はこのロマンセの伝播の方向を解く1つの鍵だと考えられるので，後に又検討し
てみよう。
　戦争当事国……記載のある類歌は44／93例である。44例申，フランス対アラゴンが19例，単に
アラゴンが9例，合計すると28例にアラゴンの地名が現われる。これに次ぐ地名は，ユダヤイス
パニア語にのみ現われるレオン（7例）である。これを理幽にこのVマンセのイスパニア起源説
も唱えられたが，恐らく，これは韻◎（ポルトガル語でao）を導き出すためにArag6n（AragAo）
やLe6nが好んで薦いられたものであろう。ポルトガルのアルガルベにはモwッコ沿岸都市
Mazagaoと歌うもの（2例）があるがこれも同じ理由であろう。
　娘の偽名……すなわち父親の名前であるが，記載のある類歌が62／93例である。
　　Martfn（およびその愛称のMartinos，　Mar£inho，　Martuckinho　＞21例
　　Marcos（および同系のMarques，　Ma壇uitos）14例
　　Carlos　（および　Carles）9例
　　Barao，　Varao（男爵！の意味）7例
他は2例以下である。地域的な傾【戯ま特に見られない。
　モチーフ……1から10までのすべてのモチーフを備えたものはただの4例にすぎず，特にモチ
ー フ1（宣戦の布告）とモチーフ5（偽名の質問）のモチーフを欠く類歌が多い。1，5を除い
た他の全モチーフを備えた類歌は14例である。モチーフ4と7はこのロマンセの興味の中心を構
成するものであるので，全くの断片的なものを除き，これらのモチーフを欠くものはないが，そ
れぞれの要素の分布は次の通りである。
　モチーフ4……a－47，b－61，　c－42，　d－24，　e－9，　f－10，　g－75，　h－1，　i－1，
」－1，k－1，1－15，　m－1，　n－1，0－2，　P－2，　q－1，　r－1，　s－1
　モチーフ7……a－43，b－23，　c－19，　d－1，　e－7，　f－1，　g－16，　k－2，　i－42，
j　－3，　k－1，　1－15，
　これらの要素については，歌い継がれていくうちに，次から次へと興味のわくままに，薪しく
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考案されて付け舶えられる傾向があると思われるので（特にポルトガルの類話にその傾向が強い），
どの要素が元からあったものかを推定することは難しいが，各地域にわたり，多くの類歌の申に
見いだされる要素が，ほ・“本来的なものと考えられよう。その意昧で，モチーフ4，すなわち娘と
父（又はfJ）との問答では，
　父「長い髪の毛で女とわかるだろう」
　娘「はさみで切ります」……要素g73例
　父「盛り上がった胸で女だとわかるだろう」
　娘「チョッキでしっかり胸をしめつけておきます」……要素b58側
　父「美しい目で女だとわかるだろう」
　娘「男が通れば臼を伏せておきましようetc．」……要素a47例
　父「真白な手で男とわかるだろう」
　娘「手袋を脱いで充分日に焼きましようetc．」……要索d23例
等がプリミテKブな要素だと思えるし，セックステストについては，
　（a）買物にさそう……43例，（1）食事にさそう……41例，（b）共に寝ようとさそう……23例
等がプリミティブな要素だと思われる。諸要素はすべて主入公の智恵によって切り抜けるが，そ
の切り抜ける方法は類歌によって必らずしも悶一ではない。例えば，買物にさそう要素aについ
て，
　類歌1（イス・仁ア）「もしも女であったなら，サンゴを買おうとするだろう」……騎士は短刀
を手に取り上げる。
　類歌2（イスパニア）「もし女なら，きっと晴藩が屋をひくよ1……よろいかぶとを見に行って，
「何と立派な短刀だろう。モーW入の奴らと戦うためea　」と琶う。
　類歌69（ポルトガル）「もし女なら，きっとリボンが囲をひくよ」……リボンのそばは通り抜け
て，武器に関心を示す。
　類歌71（ポルトガル）「もし女なら，きっと黄金が羅をひくよ」……「立派な金製晶だ。女達が
喜ぶだろうなあ。これは立派な銀の拍車だ，男が馬に乗るために」と醤う。
　類歌91（ブラジル）「もし女なら，きっと絹が還をひくよ」……「美しい絹だ。女達が使うのに
とってもよい。すばらしい刀だ。若い男が戦うために」と播う。
　これらの諸要素のゆで，特に興味深いものは，主人公の縢に指輪を投げるテストである（要素
d，類歌2にのみある）。男なら膝をぴったりつけ，女なら膝を離すと欝う。ところが主人公は用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔5）
心深いので膝をぴったりつける。この要素はトンプソンのモチーフ索引にも
H1578．1．4　T，、t・f・ex・f　gi・i　makin9　a・m…b・1｝・thr・w・雛・t・p・Girls　sp・ead　1・g・t・cat・1・　it・
欝en鍛ot偶装した少女のセックステスト。膝にボールを投げる。少女は足を拡げてボールを捕え
ようとするが，男はそうはしない）として，デンマークとユトランFの例を引粥している。N本
人には逆のようにも思えるが，上品な色話の一種であろう。ヨーロッパの購承文芸によく使われ
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るモチーフと思われる。
　地方的特質について言えば，ポルトガルの類歌の中には，モチーフ2が，妻に悪口を言うので
はなく，嶽分がすでに老年で，戦争に行けないことを嘆く内容の例が見られる。
　このロマンセはいわゆるハッピー・エンドのロマンセであり，この意味でメルヘン体格昔話）
と同じ物語の展開と結末をとっていると書えよう。ただ，はっきり王子と主人公の結婚式までの
べている類歌は比較的少なく（ユダヤ・イスパニア語に多い），この恋の成就を暗示する書葉で終
っているものの方が多いが，これがかえって，このnマンセに余情を与える結果となっているe
　伝承地……普通ロマンセはイスパニアの方がポルトガルより報告例の多いのが普逓であるが，
この型に限り著しくポルトガルでの報告が多い。又，イスパノアメリカでの報告がないのも1つ
の特徴である。イスパノアメリカとイスパニアを結ぶカナリア諸島，旧ポルトガル領アメリカで
あるブラジル，それにアメリカ発見と同時にイスパニアから離脱したユダヤイスパニア入の聞に
類歌が発見されている点からみても，当然イスパノアメリカにも存在すると考えられるが，筆者
はまだその報告例を知らない。
　イタリアのコンスタンチーノ・ニグラConstantino　Nigra　はこのwマンセと岡じ内容，すな
わち男装の乙女を主入公にする昔話，伝説，例えば『フィレンツェの小話Novellaja　Fiorentina．g
の　Fauta－Chiroや『ペンタメロン（Il　Pentamerone）』の「竜（Il　Drago）」（第4日第5話）
等との類似に注意し，その桐互関係を想定しているので，イスパニアにおけて根似した内容を持つ
昔話を少しみてみよう。
　昔話の中でも，女性が男性に扮装するモチーフは多くの型の中に現われる。例えばAame－
　　　　〔7）
Thompsonの型番号510A「シンデレラ」の数多い類話の中には，舞踏会等によらず，女主入公が男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おき
装して欝麺に仕え，王子と親しくなって，やがて結婚すると欝う類話も幾つかある。特に少女が
兵士（又は騎士）となって軍務につき，ヨ三子が恋をして結婚する内答の話はAame－Thompsoft　514
として記載され，イスパニア文化圏にも幾つかの類話がある。しかし，部分的にロマンセと同じ
モチーフを持つことがあっても，その内容は大きく異なる。
　例えばカバルConstantiRo　Cabalの『アストゥリアスの昔話（Cuentos　Tradicionaies　Asturia－
nos）」pp．212－213「変身（La　Metamorfosis）Jでは，　mマンセの第6，70，8のモチーフを
持つ（ただ主人公に好意を抱くのは王女）。しかし，女主人公は水浴のテストを無事に逃れるため
山へ行って壮鹿を殺し，そのペニスを切り取って腰に吊るして海中に入る。ところが海から上が
った蒔，そのペニスが体にくっついて完全な男性になっている。そこで主人公は男として王女と
結婚する。
　又，アスクエMarfa　Resurrecci6n　de　Azkueの「バスクの撒承文学（Euskareriaren　Yakintza）g
第2巻第56話（pp．158－162）「グァリン（Guar魚）」では，娘ばかり3人持った老騎士が王に尋
ねられて，うっかり息子が1人いると答え，困って娘連に掘談する。末の娘の男装して騎士とし
て父と共に宮廷に行って仕える。魔女の王妃は騎士が女であることを見抜いて幾つかのセックス
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テストを課す。しかし，その度に聖母マリアが主人公の所に現われて，男としての行動を教えて
くれるのでうまく切り抜ける。最後に水を汲みにやらされた泉の蛇が大笑いし，Vを開いてすべ
ての秘密を明かす。王は魔女であった王妃を殺して，主人公と結婚する。
　以上の2側で見るように，wマンセとこれらの昔話（他の類話は更に内容が異る）との閥には
直接的な関係が認められず，昔話とmマンセは別個に発生し発達をとげたものと思われる。
　このロマンセが16世紀に盛んに編集された　Romancero（古ロマンセの集成）には兇いだせな
いし，もっと古い武勲詩の巾にもないことはすでにのべたが，それにもかかわらず，16世紀前半
にはこのwマンセがイベリア半島で歌われていたことが知られている。それは1550年頃，ボルト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメデイア
ガルの劇作家ジョルジェ・フェレイラ　Jorge　Ferreira　de　Vasconcellos　　の喜劇「フルート指爾
（Aulegraphia）」第3幕第1場で，ポルトガル欝廷に仕える騎士ディナルドDiRardoがギタ
ー の弾き歌いでロマンセを歌う。そこにこの「娘戦士」の’最初の2行，すなわち
　　　　　　　　　　　Pregonadas　son　las　guerrasフランスとアラゴンの
　　　　　　　　　　　de　Francia　y　Aragone　　戦のお触れが発せられた。
が現われているからである。
　このWマンセの起源と伝播について，従来の研究者は次のように主張している。
　1，ガレット　Almeida　Garret……当縛はまだイスパニアの例話が1例も兇つけえなかったに
もかかわらず，先にのべたジョルジュ・フェレイラの弓禰した最初の2行がイスパニア語で書かれ
てあると欝う理由でイスパニア起源を主張している。
　2，ニグラConstantino　Nigra……　「ピエモンテの民謡（Canti　Popoiari　del　Piemonte　）Gの
中で，「娘戦士」のロマンセは先ずフランスに起こり，そこから，一方ではイタリアへ，他方では
イベリア半鵬へ伝播したとのべている。
　3，メネンデス・イ・ペラヨMen6ndez　y　Pelayo　－・・すでにこの時にはイスパニアの類歌が
3例知られていた。その「カステEリア督情詩詞華集（Antologfa　de　Poetas　Lfricos　Castel玉anos）s
において，ガレットのイスパニア起源説を肯定し，更にニグラの震う如く，ロマンセのもととな
った歌は北フランス起源で，南フランスを経てイスパ孟アに伝播したのかも知れないとのべて
いる。
　4，メネンデス・ピダルRam6n　Men6ndez　Pidal　……『古ロマンセ新抄（Flor　Nueva　de
Romances　Viejos）』の中の「娘戦士」の項の説明で，欝外に北伊起源説をとっているかのよっ
であるが，mマンセとしてのイスパニア・ポルトガルの先後関係については何も書っていない。
　5，ヌネス30s6　J　oaquim　Nunes…・・’　llポルトガル・wマンセ集（Romanceiro　Portugues）』
の中で，この歌はフランス北部に起こってイベリア半島に伝わり，そこでWマンセの形をとった。
イスパニアとポルトガルの先後関係については，類歌の分布濃度から見てポルトガルの方が早い
と思われると，主張している。
　6，ピケィラ30s6　Maria　Viqueira……　『イスパニアとポルトガルを結ぶロマンセ集（El
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Romancer◎Vinculo　Hispano－Lusitano）sの中で，この歌は北フランスで生まれてカスティリア
語に伝わり，そこからカタロニアとポルトガルに伝わったとのべている。
　7，ピレス・デ・リマ　F・　de　Castro　de　Pires　de　Lima　……『男装した女（AM鷲1her　vestida
de　Hornem）毒の中で，先ずガレットやメネンデス・イ・ペラヨがフェレイラの引用句のイスパ
ニア語であることを理由にイスパニア語の類歌が早いことを主張するのに対し，フェレイラの時
代は，イスパニアのポルトガル領有晴代（1580－1640）の鷹前であり，ボルトガル人の間にイス
パニア語は広く流通し，ジル・ビセンテGif　Vicenteのように多くのポルトガルの文化入はイスパ
ニア・ポルトガルの爾国語で著述したので，この主張は正しくないとのべている。むしろ，ピレ
ス・デ・リマはアストゥリアスの類歌1の中には「ポルトガルの乙女」と主人公は窃称し，又レ
オンの類歌5の中には「ポルトガルの王」という語と，「ベルトラネハBeltraneja」という圃有
名詞が現われる。この女性は1462年生まれのアストゥリアス王女ドニァ・ファナDofta　JuaRa，
　Princesa　de　Asturias　のことであると言われ，彼女の出生は，カステKリアのエンリケ4世
Enrique　IVの宮廷のスキャンダルとして有名であった寵距ベルトラン・デ・クェバBeltr甑de
Cuevaとポルトガルのドン・ドウアルテDom　Duarteの娘である若い王妃ファナJuana　de
Portuga1の不義によるものだと言われる。ユ6～17世紀のイスパニア占領時代の萌からあったポ
ルトガル幾衆のイスパニアに対する反感が，北アフリカ・マザガンで勝利を収めたアントユア・
wドリゲス（　Ant6nia　Rodriguez）をイスパニアEEに勝たしめるこのロマンセを作ったものだ
と主張し，これがブラガンサからレオンに伝わって類歌5となったものだとのべている。
　筆者はこの歌の第1の発生はイベリア半島外の地であり，そこからプロバンス，カタロニアを
経て南部イスパニアに伝わり，その後，ポルトガルに伝わった。しかし現在のイスパニア語の類
歌はすべてポルトガルの類歌から2次的に伝わったもので，ただイスパニア系ユダヤ入の類歌の
み，第1次的な伝播によったものであると考える。その理磁の第1は爾語の間の類歌の数と質の
問題であり，第2には押韻の問題である。
　（1＞類歌の数と質の問題……民謡および昔話等口承文学の歴史地理的研究を試みる場合，必ら
ずしも類歌（話〉の数のみが主要な論拠となりえないのは言うまでもない。類歌の数はしばしば
その地方における調査活動の熱心さに比例する。しかし，ほとんどのWマンセの型の類歌が，ロ
マンセ研究の進んだイスパニアにおいてポルトガルより多く採録されている中で，この型のみが，
イスパニアに著しく乏しいという現象は明らかに意味を持つ現象であると考えられる。これに擁
えて，イスパニア語の類歌は（カナリア諸島のものを除き）アストウリアス，レオン，サモラ，
エストレマドウーラ等いずれもポルトガル国境に近い西部にのみ発晃されていて，しかも押韻の
乱れやモチーフの脱落が少なく整一性を保っており，歴史の浅さと，ポルトガルからの伝播を物
語っているように思われる。これに反してポルトガルの類歌はモチーフの完備したもの，脱落し
たものと，整一性がなく，押韻の乱れも多く，口承の墜史の長さを示しているように思われる。
　（2）押韻の問題……これはほとんど今まで指摘されなかった問題なので，以下少し詳細にのべ
～ 120一
てみたい。イスパニア語の類歌の押韻は（断片的なカナリア諸島のものを除き）最初oで後にa
に転換している。この転換の場所はすべてモチーフ第7の始め，すなわち，王子が父（又は母）
に主人公の女であることを疑い，主入公を恋していることを告白する雷葉と，それに対する父又
は母のセックステストをすすめる轡葉の間で起こっている（類歌第1…48行霞，第2…42行騒，
第3・－40行臼，第4…46行臣，第5韻不整，第6…32行鋤。一方ポルトガルの類歌で90からa
に転換する個所も全く隅じ場面である（例えば第41…26行目，第42…28行蔭，第43…16行囲，第
44…　26辛テ巨1，　第45…　28ぞ了B，　第46・。・32そテ醗，　第48…　28ぞテ冒，　第49…　46そニテ巨1，　第50…　28そ予農，　第51
… 　32そif閉…　　。・・第63・－68そ学葭，　第64・。・46イテ穏，　第65…　86手了肖，　第66…　68そテ髭ヨ，　第68…　34イテ目etc．）
このことは，ポルトガル語の類歌とイスパニアの類歌が全く同一の伝承に由来することを意味す
る。それではどちらの伝承が先に発生したものであろうか。ポルトガルでのaoとaは岡一母音
と考えられるが，イスパニアでのoとaは明らかに違った愚音である。わざわざ前後で異った押
韻をしたWマンセを作るとは考えられないので，この韻から発る限りはポルトガルで先ず作られ，
それをイスパニア語に訳した結果，イスパニアの類歌ではoとaと異った押韻をするに至ったも
のと考える方がより臨然である。
　ここで問題になるのはカタロニアの類歌第23，24と，ユダヤイスパニア語の類歌第30である。
（他のユダヤイスパニアの類歌はすべて断片であり，又マリョルカの類歌はイスパニア語で歌わ
れ，明らかに後代の伝播と考えられ08aの韻の転換もある）。この3例は最初から最後までoの
押韻で統一されている。しかもブラガ　Te6file　Braga　が引用したフランスの類歌はmマンセで
はないが，押韻はoである（gargoR－dragon－gargon・menton－menton－lion－Dragons－mignon
abalidoR－mignon・prison－pardon）。そこから推定するなら，フランス（押韻o）→カタロニア（押
韻゜）輔僻アの失われた類歌（押韻゜ 鳳隆漏㍊1碧∴イ＿
ア（押韻o，a）と伝播したものと思われる。カナリア諸島の類歌はモチーフ7まで歌う長い歌
カナ
　　　，O
島
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がないので，1次的な伝播によるものか，2次的な伝播によるものか推定の域を出ないが，恐ら
くは1次的な伝播によるものであろう。その伝播の経路を図示すれば大体前ページのようなもの
であろう。
〈註〉
（1）Ram6n　Men6ndez　Pidal：Sobre　Geografia　Foikl6rica，　Ensayo　de　un　M6todo（Revista　de　Fi圭olog魚Espa負01a，
　Tomo　VH，1920　pp．229－338）はGerineldo（ノ1・姓ヘリネルド）とLa　B◎da　Estorbada（中断された結婚式）
　の簡ロマンセによって半酷を2分する伝承騰を設建しようとした。
（2＞その内容は次の通りである。　Vol．　I　El　Rey　Rodr童go　y　Bernardo　del　Carpio　　Vol．　II　Los　Condes　de
　Cas撮1a，　Los　Infantes　de　Lara　　Vol．　III　Romances　de　Tema　Odiseico　いわゆる　Conde　Dirlos　Vol．　IV，
　VRomances　de　Tema　Odiseico　いわゆるLa　Condesita　　VoL　VI，　VII　Gerineldo
（3）橋本一郎著「mマンセーロ」（薪泉縫版）pp．　364　一一　370
（5＞　この番号はStith　Thompson：Motif陵ndex　of　Fo正k　Litefature　1966，　Bloomington＆Londonによる。
（6）姦o［ゑ弱のきとa〔a〕とはポルトガル入によって尚畜と意識されていると考えられる。
（7＞Antti　Aame＆Stith　ThompsQn：The　Types　of　the　Folktale，1961，Helsinki
（8）例えばArchivos　de1　Folkiore　Cubano，　No．　IV，　pp．251－255の「手に魔法の棒を持つ者（Mani－Paiilio）」
⑨諸砕究者によって唱えられるフランス趨源説はあくまでこのロマンセと筒じ内容を持ったV娘戦索の歌」の
　起源であって，mマンセの形を持った場所ではない。ロマンセの形を持ったのはあくまでイベリア半島に入っ
　て後である。又，広く男装の乙女が戦場に赴く内容を持った歌謡は更に広汎に分布し，ギリシァ，アルバニア
　からスラブ斑族に及ぶと欝われる。それより日本入の興味を引くものは，中圏の有名な「木蘭辞」との不思議
　な類似である。これはすでにブラガTe6劔o　Bragaも，ゆ国学者スタニスラオ・ジュリアンStanislao
　∫ulienの訳文によりその類似を知っており，澗者の闘に椀らかの遠い関係があったのではないかと想像して
　いる。この北魏晴代の歌に恋は現われないが，乙女ヂ木魏」が男の子のいない老いた父に代わって戦場に行き，
　玉2年の軍務の後に帰壌する。後を追って来た戦友が女黙にかえった木蘭を発て驚くなど大筋において一致し，
　特に婦宅した木蘭が化粧道具を取り出して化．粧する個所は，帰宅した「娘戦士Jが糸繰りを始めるのとあまり
　にも酷似している。
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